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９
月
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
10

月
５
日
ま
で
の
35
日
間
、
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、
町
長
か
ら
条

例
の
改
正
２
件
、
補
正
予
算
８
件
、

同
意
３
件
、
報
告
８
件
、
そ
の
他
３

件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
原
案
の
通
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26

年
度
村
田
町
各
種
会
計
決
算
認
定
８

件
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
６
日
間
に
わ
た
り
詳

細
な
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
全

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
７
人
の
議
員
が
町

の
対
応
や
考
え
を
問
い
質
し
ま
し
た
。

条
　
　
　
例

■
村
田
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

［
反
対
討
論
］　

髙
橋　

勝　

議
員

　

10
月
か
ら
各
個
人
に
対
し
て
通

知
カ
ー
ド
の
発
送
が
開
始
さ
れ
た
。

国
民
一
人
ひ
と
り
の
個
人
情
報
を

結
び
付
け
て
活
用
す
る
番
号
制
度

は
、
個
人
情
報
を
こ
れ
に
よ
っ
て

容
易
に
照
合
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
や
な
り
す
ま
し
な
ど
の
犯
罪
を

常
態
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
費
用
対

効
果
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
経
費
に
つ
い
て
は
、
地

方
財
政
措
置
と
さ
れ
て
い
る
が
、
新

た
な
町
民
負
担
は
求
め
続
け
ら
れ

る
。
税
や
社
会
保
障
の
分
野
で
は
、

徴
税
強
化
や
社
会
保
障
給
付
の
削

減
の
手
段
と
さ
れ
か
ね
な
い
。

　

行
政
の
効
率
化
の
た
め
に
、
こ

れ
ほ
ど
複
雑
で
巨
額
の
シ
ス
テ
ム

が
そ
も
そ
も
必
要
だ
っ
た
か
も
問

わ
れ
る
。
以
上
の
内
容
か
ら
議
案

第
53
号
村
田
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
反
対

す
る
。

【
起
立
採
決　

賛
成
12　

反
対
１

　
　
　

  

賛
成
多
数　

原
案
可
決
】

■
村
田
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

［
反
対
討
論
］　

髙
橋　

勝　

議
員

　

一
番
の
狙
い
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
収
入
と
財
産
を
丸
裸
に

し
、
税
・
保
険
料
の
徴
収
強
化
、

社
会
保
障
の
給
付
削
減
を
押
し
付

け
て
い
く
こ
と
で
あ
り
自
冶
体
に

と
っ
て
も
、
シ
ス
テ
ム
改
修
も
含

め
て
、
制
度
の
施
行
に
向
け
て
業

務
が
増
大
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か

で
あ
る
。
国
民
の
半
数
以
上
は
疑

問
や
個
人
情
報
の
管
理
が
適
切
か

ど
う
か
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

莫
大
な
費
用
を
か
け
て
、
町
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
大
な
危
険

に
さ
ら
す
共
通
番
号
を
導
入
す
る

よ
り
も
現
在
使
っ
て
い
る
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
税
と
社
会
保
障
の

分
野
で
の
業
務
の
効
率
化
・
適
正

化
を
高
め
る
た
め
に
知
恵
と
労
力

を
使
う
べ
き
で
あ
り
、
議
案
第
54

号
村
田
町
個
人
情
報
保
護
法
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
反
対

す
る
。

【
起
立
採
決　

賛
成
12　

反
対
１  

　
　
　

  

賛
成
多
数　

原
案
可
決
】

補 

正 

予 

算

■
平
成
27
年
度
村
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

１
億
８
６
４
万
３
千
円
を
追
加　

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
主
に
番

号
制
度
関
連
業
務
に
係
る
経
費
を

措
置
す
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
27
年
度
村
田
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

２
千
９
万
３
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
過
年
度

分
療
養
給
付
費
負
担
金
の
清
算
に

伴
う
返
還
金
等
を
措
置
す
る
た
め

補
正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
27
年
度
村
田
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

66
万
３
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
広
域
連

合
納
付
金
等
を
措
置
す
る
た
め
補

正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
27
年
度
村
田
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

１
千
５
４
８
万
３
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
保
険
給

付
費
等
所
要
の
経
費
を
措
置
す
る

た
め
補
正
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
27
年
度
村
田
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

５
３
７
万
８
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
維
持
管

理
費
を
措
置
す
る
た
め
補
正
す
る

も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

案件を
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■
平
成
27
年
度
村
田
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

83
万
７
千
円
を
追
加

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年

度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
を
措
置

し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
維
持
管

理
費
を
措
置
す
る
た
め
補
正
す
る

も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
27
年
度
村
田
町
上
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
人
事
異

動
等
に
よ
る
人
件
費
等
の
経
費
を

措
置
す
る
も
の
。
資
本
的
収
入
及

び
支
出
に
お
い
て
は
、
水
道
施
設

移
設
受
託
工
事
に
係
る
所
要
額
を

措
置
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

■
平
成
27
年
度
村
田
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

３
億
８
千
７
０
９
万
９
千
円
を
追
加

　

主
に
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東

北
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
公
共
施

設
の
復
旧
に
係
る
所
要
の
経
費
を

措
置
す
る
も
の
。

【
討
論
な
し
・
原
案
可
決
】

人
　
事
（
敬
称
略
）

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同
意

住
所　

村
田
町
大
字
沼
辺

氏
名　

小
原
日
出
美

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
も
の
。（
再
任
）

住
所　

村
田
町
大
字
沼
田

氏
名　

半
沢
壽
一

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
も
の
。（
再
任
）

住
所　

村
田
町
大
字
関
場

氏
名　

寺
島
正
子

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
村
田
町
副
町
長
の
選
任
同
意

住
所　

村
田
町
大
字
村
田

氏
名　

髙
橋
徳
夫

【
全
会
一
致
・
同
意
】

報
　
　
　
告

■
損
害
額
を
定
め
和
解
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て

■
平
成
27
年
度
財
団
法
人
村
田
町

ふ
る
さ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

タ
ー
決
算
に
つ
い
て

そ
　
の
　
他

■
兵
庫
県
多
可
町
と
村
田
町
と
の

姉
妹
都
市
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
「
縁
」

が
結
ば
れ
た
兵
庫
県
多
可
町
と
、

産
業
、
経
済
、
文
化
、
教
育
、
芸

術
な
ど
幅
広
い
分
野
の
交
流
を
通

し
、
互
い
の
町
政
発
展
を
祈
念
し
、

姉
妹
都
市
協
定
を
締
結
す
る
も

の
。

監
査
委
員
の
決
算
・
財
政
健
全
化

判
断
比
率
等
審
査
結
果
報
告

【
森
　
健
一
　
代
表
監
査
委
員
】

１　

決
算
審
査
結
果

●
総
括
所
見

（
１
）
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算

の
実
質
収
支
額
は
１
億
５
千
６
９

８
万
９
０
円
と
な
り
、
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
実
質
単

年
度
収
支
に
つ
い
て
は
、
主
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
へ
、

財
政
調
整
基
金
等
を
活
用
し
た
こ

と
に
よ
り
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
種
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
基
金
合
計
額
約
16

億
５
千
万
円
に
対
し
、
平
成
26
年

度
末
残
高
は
約
13
億
５
千
６
百
万

円
（
18
・
０
％
）
の
減
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
主
に
、
前
記
の
理

由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後

も
各
種
基
金
の
運
用
に
は
、
充
分

に
注
意
を
払
わ
れ
た
い
。

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
特
に

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、

比
率
は
採
用
さ
れ
た
以
降
、
毎
年

度
減
少
を
継
続
し
て
お
り
相
当
の

努
力
の
跡
が
伺
え
る
。
一
方
、
将

来
負
担
比
率
は
今
年
度
初
め
て
上

昇
に
転
じ
た
が
、
指
標
の
根
幹

を
成
す
地
方
債
現
在
高
に
つ
い
て

は
、
確
実
な
減
少
を
継
続
し
て
お

り
、
自
助
努
力
の
取
組
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
直
ち
に
財

政
悪
化
誘
発
を
懸
念
す
る
内
容
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
２
）
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

　

町
財
政
に
お
い
て
は
依
然
、
法

人
、
個
人
所
得
の
低
迷
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
町
税

の
伸
び
悩
み
と
扶
助
費
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増

大
な
ど
、
今
後
に
つ
い
て
厳
し
さ

を
残
す
動
向
と
な
っ
て
い
る
。

3 97

平成27年度各種会計予算補正額【単位：千円】

会　計　名 補正前の額 補正額 補正後の額
一般会計（第 3 号） 5,865,729 108,643 5,974,372

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,560,216 20,093 1,580,309
後期高齢者医療 123,166 663 123,829
介護保険事業 1,194,358 15,483 1,209,841
公共下水道事業 410,682 5,378 416,060
農業集落排水事業 31,165 837 32,002

上水道事業（収益的支出） 472,833 △ 2,261 470,572
上水道事業（資本的収入） 10,122 1,000 11,122
上水道事業（資本的支出） 167,776 1,500 169,276

一般会計（第 4 号） 5,974,372 387,099 6,361,471
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総
じ
て
、
今
年
度
決
算
に
つ
い

て
は
良
好
で
あ
る
も
の
と
認
め

る
。
特
に
財
政
状
況
が
厳
し
い
な

か
、
各
種
会
計
に
お
け
る
地
方
債

残
高
が
確
実
に
減
少
し
て
い
る
こ

と
は
、
健
全
化
の
取
組
を
確
実
に

実
施
し
て
い
る
表
れ
で
あ
る
も
の

と
思
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
な
か
、
人
口
減
少
・
超

高
齢
化
・
少
子
化
と
い
う
大
き
な

課
題
に
対
し
、
自
治
体
で
は
「
地

方
創
生
」
の
名
の
も
と
様
々
な
取

組
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
財
政
健

全
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
町
が
抱

え
る
課
題
解
消
や
地
方
創
生
の
取

組
を
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

智
恵
と
工
夫
を
出
し
、
本
町
の
将

来
を
切
り
拓
い
て
も
ら
い
た
い
。

２　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
審

査
結
果

　

実
質
公
債
費
比
率
は
15
・
３
％

で
地
方
債
許
可
団
体
の
基
準
と
な

る
18
％
を
下
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
将
来
負
担
比
率
は
１
３
０
・

３
％
で
早
期
健
全
化
基
準
と
な
る

３
５
０
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
実

質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
赤
字
額
が
発
生
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
良
好
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

　

是
正
改
善
を
要
す
る
項
目
に
つ

い
て
、
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は

な
い
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

上
水
道
事
業
会
計
、
工
業
用
水
道

事
業
会
計
の
４
つ
の
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
資
金

不
足
額
が
発
生
し
て
お
ら
ず
良
好

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

比　率　名 平成26年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 － 15.0%

②連結実質赤字比率 － 20.0%

③実質公債費比率 15.3% 25.0%

④将来負担比率 130.3% 350.0%

⑤資金不足比率（下水道） － 20.0%

⑥資金不足比率（農集排） － 20.0%

⑦資金不足比率（上水道） － 20.0%

⑧資金不足比率（工業用水道） － 20.0%

※１　実質公債費比率：一般会計等が負担する地方債の元利
償還金等の実質的な公債費相当額に充当された一般財源（町
税、地方交付税等）の標準財政規模（標準的な規模の収入の
額）に対する比率であり、過去３ヵ年の平均値で表される。 
※２　将来負担比率：一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模（標準的な規模の収入の額）に対する比率である。
※３　地方債許可団体：実質公債費比率が 18.0％以上の地方公共団体。
一般的な市町村は、都道府県知事に協議すれば地方債を発行できる制
度となっているが、実質公債費比率が 18.0％以上の市町村は、都道府
県知事の許可がなければ地方債を発行できないことになっている。

意見が分かれた議案の賛否一覧
議　席　番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議　　　案

菊
地
　
睦
夫

大
沼
　
吉
隆

鈴
木
　
保
博

遠
藤
　
　
実

髙
橋
　
　
勝

大
内
　
敬
子

渡
辺
　
元
道

村
上
　
　
登

佐
藤
　
正
隆

佐
藤
　
洋
治

吉
野
　
敏
明

斎
藤
万
之
亟

太
田
　
初
美

大
沼
　
克
巳

議決結果 
（賛成：反対）

議案第53号　村田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決 
（12:1）

議案第54号　村田町個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決 
（12:1）

認定第 1 号　平成 26 年度村田町一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決 
（12:1）

※表決の区分　○：賛成　×：反対　▲：欠席　　　議長は採決に加わらない
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平成 26 年度各種会計決算を認定
　９月定例会において、平成 26 年度
の一般会計をはじめとした各種会計
決算認定案が８件（左表参照）提案
され、決算審査特別委員会の審査を
経て、本会議において採決されまし
た。一般会計は起立採決の結果、賛
成多数（賛成 12 人・反対１人）で認
定、これらを除く７会計は全会一致
で認定されました。
　一般会計は、平成 25 年度に比べ
歳出が 2.0％減となっています。平成
26 年度の一般会計と特別会計、企業
会計をあわせた歳出総額いわゆる村
田町が使ったお金の総額は 97 億 5 千
542 万 5 千円となりました。

97.597.5
平成26年度各種決算

一般会計歳出 性質別決算状況の推移

歳出
総額

億
円認定認定

平成24年度
6,033,494千円

平成23年度
6,344,703千円

平成22年度
5,469,238千円

1,166,837千円 1,195,211千円 845,181千円 657,472千円 591,693千円 1,577,100千円 

平成25年度
5,934,436千円

1,210,508千円 1,240,429千円 861,496千円 789,986千円 714,723千円 1,117,294千円 

平成26年度
6,156,762千円

1,207,703千円 1,310,191千円 810,676千円 786,273千円 1,254,414千円 787,505千円 

1,115,877千円 

1,127,557千円 

1,217,640千円 

1,146,380千円 

1,020,123千円 

854,825千円 

720,931千円 

610,455千円 

403,721
千円 

957,124千円 

1,866,411千円 

772,897千円 

人件費 扶助費・補助費 公債費 物件費 普通建設事業 災害復旧費ほか

職員、議員、各
種委員等の人件
費で義務的経費
です。

法律（生活保護、児
童・老人福祉等）で
定められた経費や各
種補助金などの経費
です。

委託料、使用料、
電気、水道、消耗
品等消費的性質を
もつ経費です。

道路・住宅・公園、学校
などの公共施設建設事業
に要するもので町の財政
状況により左右される経
費です。

災害復旧費をはじ
め施設の修繕や他
会計への繰出金、
積立金などの経費
です。

町が以前に実施した事業資
金等として借り入れた借金
の元利償還経費で多額にな
ると財政硬直化の要因とな
る経費です。

この表は一般会計歳出の性質別決算額を年度ごとに示したものです。

一般会計歳出

平成26年度各種会計決算の状況 【単位：千円】

会　計　名 歳入総額 歳出総額 翌年度へ繰り 
越すべき財源※１ 実質収支額※２

一　般　会　計 6,454,536 6,156,762 140,794 156,980

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,434,206 1,371,961  62,245

後期高齢者医療 104,605 103,341  1,264

介護保険事業 1,087,384 1,054,978 1,821 30,585

公共下水道事業 404,377 391,999  12,378

農業集落排水事業 34,133 33,195 938

小　　　計 9,519,241 9,112,236 142,615 264,390

会　計　名 収入総額 支出総額 収入支出差引額

企
業
会
計

上水道事業（収益的収支） 523,791 480,634 43,157

上水道事業（資本的収支） 5,776 154,130 △ 148,354

工業用水道事業（収益的収支） 9,213 8,425 788

小　　　計 538,780 643,189 △ 104,409

合　　　計 10,058,021 9,755,425 142,615 159,981
※１　翌年度に繰り越すべき財源：翌年度へ繰り越された歳出予算の財源に充てる金額。
※２　実質収支額：歳入歳出差引額から事業繰越等に伴い翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた額であり、当該

年度に属すべき収入と支出の実質的な差額、すなわち純剰余額又は純損失額を示すものである。  

前年度比2.0%

下回る
前年度比2.0%

下回る
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一
　
般
　
会
　
計

討     

論

【
反
対
討
論
】
高
橋　

勝　

議
員

　

安
倍
内
閣
は
「
人
口
急
減
・
超

高
齢
化
の
克
服
」
を
全
面
に
押
し

出
し
て
い
る
。
少
子
化
・
高
齢
化

の
進
行
そ
の
も
の
は
現
実
で
あ

り
、
町
当
局
と
し
て
も
、
当
然
、

そ
れ
へ
の
対
応
は
必
要
だ
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
、
歳
入
64
億
５
千
４
５
３

万
６
千
円
、
歳
出
が
61
億
５
千
６

７
６
万
２
千
円
と
な
り
共
に
前
年

比
で
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
が
、
各

種
交
付
税
は
の
き
な
み
、
減
額
と

な
っ
た
。
今
後
も
減
額
措
置
が
取

ら
れ
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
町
民
に

強
い
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
生
活
基
盤
づ
く
り
で
は
、
生
活

道
路
及
び
都
市
計
画
街
路
の
継
続

的
な
整
備
を
行
っ
た
と
総
括
は
し

て
い
る
が
、
継
続
事
業
と
は
い
え

高
田
関
場
線
に
つ
い
て
は
社
会
資

本
整
備
交
付
金
事
業
。

　

沼
辺
・
足
立
幹
線
に
つ
い
て
は

27
年
３
月
31
日
ま
で
の
事
業
認
可

は
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
日

ま
で
億
単
位
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん

で
い
る
。
両
線
と
も
い
つ
完
成
す

る
の
か
見
通
し
す
ら
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　

　

 

沼
辺
足
立
幹
線
で
は
緊
急
性

や
必
要
性
か
ら
見
て
必
ず
し
も
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
で
な

い
の
で
あ
れ
ば
税
金
を
投
資
し
て

い
る
以
上
、
経
過
説
明
責
任
が
あ

り
明
ら
か
に
出
来
な
い
理
由
を
報

告
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
が

町
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
と
か

不
信
の
声
が
出
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
国
は
行
財
政
改
革
と
称
し
更

な
る
財
政
抑
制
措
置
が
取
ら
れ
た

場
合
に
は
増
々
見
通
せ
な
い
状
況

に
な
り
町
当
局
の
責
任
は
重
大
で

あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
認
定
第
１
号

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】
吉
野　

敏
明　

議
員

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
64
億
５
千
４
５
３
万

６
千
４
４
２
円
、
歳
出
61
億
５
千

６
７
６
万
２
千
３
５
２
円
と
な

り
、
歳
入
歳
出
と
も
前
年
度
決
算

額
を
約
３
％
ほ
ど
増
加
す
る
結
果

と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
町
税
に
お
け
る
収
納
の

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
監
査
意
見

書
に
も
あ
る
と
お
り
町
税
全
体
の

収
納
率
は
96
％
で
、
前
年
度
対
比

１
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

滞
納
処
分
に
係
る
徴
収
に
お
い
て

収
入
未
済
額
の
減
少
に
努
め
、
そ

の
結
果
を
出
し
続
け
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
も

平
成
21
年
度
の
18
・
３
％
か
ら
６

年
継
続
し
て
減
少
し
、
26
年
度
に

つ
い
て
は
15
・
３
％
と
な
り
、
健

全
財
政
を
進
め
つ
つ
、
町
民
の
要

望
の
高
い
事
業
が
多
数
あ
る
中
で

大
い
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
広
が
る
お
い
し
い
学
校

給
食
を
基
本
理
念
と
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取
り
組

み
、
ま
た
国
か
ら
宮
城
県
内
と
し

て
初
め
て
選
定
さ
れ
た
村
田
町
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い

て
保
存
計
画
に
着
手
し
た
こ
と

は
、
今
後
の
村
田
町
の
交
流
人
口

を
増
加
さ
せ
る
一
つ
の
手
段
と
し

て
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
の
大
き
か
っ
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
の
開
始
や
、
村
田
町

定
住
促
進
事
業
補
助
金
制
度
を
実

施
す
る
な
ど
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
事
業
を
執
行
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
道
路
網
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
投
資
効
果
が
早
期
に
出

る
よ
う
村
田
町
と
し
て
の
道
路
網

整
備
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
県
、

国
に
強
く
働
き
か
け
早
期
に
実
現

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
健
全
財
政

を
進
め
つ
つ
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
多
く
の
事
業
を
執
行
し
た
平

成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

平成26年度 一般会計決算

決算認定に対する討論決算認定に対する討論

賛成
吉野　敏明 議員

反対
髙橋　　勝 議員
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約2千300万円の大幅減
会計別滞納額の状況 　（単位：千円）

会 計 名 平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

一般会計 106,435 86,416 74,530 

国民健康
保　　険 115,486 78,067 68,378 

後期高齢者
医　　療 198 225 663 

介護保険 5,338 4,162 2,620 

公共下水道 12,385 10,513 9,956 

農業集落
排　　水 250 230 201 

滞納額合計 240,092 179,613 156,348

地方債現在高の状況 【単位：千円】

会　計　名 平成24年度 平成25年度 平成26年度

一般会計 7,707,410 7,456,517 7,284,372

公共下水道 3,137,921 3,002,208 2,860,652

農業集落排水 246,694 228,692 209,765

上水道 1,106,745 993,733 878,166

合　　　計 12,198,770 11,681,150 11,232,955

対前年度増減額 △ 1,109,285 △ 1,013,801 △ 965,815

基金現在高の状況 【単位：千円】

区　　分 平成24年度 平成25年度 平成26年度

財政調整基金 780,128 874,224 655,519

減債基金 105,418 105,445 105,471
国民健康保険事業 
財政調整基金 117,063 169,170 209,885

介護保険事業特別会計 
財政調整基金 32,829 31,109 31,401

特定目的基金 441,748 421,998 328,906

土地開発基金 47,897 52,908 25,192

合　　　　計 1,525,083 1,654,854 1,356,374

対前年度増減額 457,626 349,569 △ 168,709

平成26年度決算滞納額における主な項目の推移

住宅･駐車場使用料 18,305千円

H26H24 H25

18,305 

21,585 

20,363 

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

68,378 

115,486 

78,021 

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

国民健康保険税　68,378千円

H26H24 H25

120,000

9,956 

 

12,385 

 

10,513 

 

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

下水道使用料等　9,956千円

H26H24 H25

固定資産税　28,630千円

H26H24 H25

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

40,000

45,000

28,630 

40,167 

31,552

町民税　24,650千円

24,650 

39,785 

30,941 

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

H26H24 H25

約2千300万円の大幅減
滞納総額約1億5千6万円　前年度比約13％の減税金など滞納額
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平
成
26
年
度
の
村
田
町
各
種
会

計
決
算
に
あ
た
り
、
本
会
議
９
月

28
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
そ
の
審
査
を
付
託
す
る

こ
と
を
決
し
、
特
別
委
員
長
に
遠

藤
実
議
員
を
、
副
委
員
長
に
大
沼

吉
隆
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で

現
地
調
査
を
含
め
て
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
平
成
26
年
度
村
田
町

各
種
会
計
決
算
は
、
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け

る
質
疑
内
容
の
一
部
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

質
　
　
疑

　

不
納
欠
損
額
が
昨
年
度
よ

り
65
％
減
で
２
５
６
万
６
千

円
に
な
っ
た
。
不
納
欠
損
す

る
よ
う
な
要
件
が
少
な
か
っ

た
の
か
、
処
理
が
進
ん
だ
の

か
状
況
分
析
は
。

　

不
納
決
損
額
が
少
な
く

な
っ
た
原
因
は
滞
納
整
理
が

進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

　

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
、

前
年
度
比
で
26
％
減
に
な
る

が
何
か
特
徴
点
は
。

　

平
成
21
年
度
１
億
４
千
３

０
０
万
円
の
収
入
未
済
額
が

あ
っ
た
が
、
５
年
く
ら
い
で

５
千
万
円
位
に
目
標
を
掲
げ

て
き
た
。
そ
の
要
因
は
、
公

平
性
と
財
源
の
確
保
と
職
員

の
意
識
改
革
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

仙
南
広
域
に
徴
収
を
お
願

い
し
た
件
数
と
金
額
に
対
し

て
の
実
績
は
。

　

移
管
し
た
滞
納
額
は
、
１

千
３
６
５
万
７
千
６
６
０
円

で
、
徴
収
し
た
額
は
４
９
９

万
１
千
３
６
２
円
で
、
徴
収

率
は
36
・
55
％
で
あ
る
。

　

行
政
財
産
と
普
通
財
産
と

区
別
し
な
が
ら
あ
る
が
、
特

に
学
校
で
は
、
廃
校
、
統
廃

合
し
た
敷
地
は
ど
こ
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

学
校
に
つ
い
て
は
行
政
財

産
。
廃
校
の
部
分
に
つ
い
て

は
普
通
財
産
に
下
ろ
し
て
い

な
い
の
で
、
行
政
財
産
の
部

分
に
な
る
。

　

行
政
財
産
は
、
開
放
は
で

き
な
い
の
で
は
。
普
通
財
産

に
落
と
し
て
初
め
て
貸
付
を

す
る
と
い
う
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
の
か
。

　

行
政
財
産
の
う
ち
貸
付
等

が
可
能
だ
と
解
釈
し
た
。
普

通
財
産
の
状
態
で
貸
し
付
け

る
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
て
い

く
中
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
下
が
っ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
26
年
度
は
５
９
４
万

円
で
、
新
規
設
置
や
電
気
料
、

維
持
費
は
下
が
ら
な
い
、
27

年
度
は
６
０
０
万
円
前
後
で

維
持
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

町
職
員
数
が
正
当
な
理
由

が
あ
っ
て
減
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
分
職

員
に
負
担
が
か
か
り
、
仕
事

に
影
響
が
出
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
26
年
度
は
ど
う

い
っ
た
対
応
を
し
た
の
か
。

　

各
課
の
職
員
の
中
で
の
異

動
な
り
、
臨
時
職
員
採
用
な

ど
で
対
応
し
て
い
る
。

　

村
田
定
住
化
促
進
事
業

で
、
空
き
家
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
て
も
全
く
何
も

な
い
。
地
域
か
ら
都
市
に
向

け
て
情
報
を
ど
う
し
て
入
れ

な
い
の
か
。

　

10
月
１
日
か
ら
空
き
家
バ

ン
ク
要
綱
を
定
め
て
、
所
有

者
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、
利
用
者
の
方
に
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
て
、

空
き
家
定
住
と
い
う
方
向
で

進
め
て
い
る
。

　

町
内
に
７
ヵ
所
の
児
童
遊

園
と
14
ヵ
所
の
ち
び
っ
こ
広

場
が
あ
る
が
、
予
算
措
置
を

し
て
、
点
検
、
補
修
、
補
充

が
出
来
る
よ
う
に
し
な
い
と

少
子
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

子
育
て
の
た
め
に
遊
具
等

は
各
地
区
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
。
設
置
す
る
限
り
は
安
全

決 算 審 査 特 別 委 員 会
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な
も
の
で
、
年
次
的
に
計
画

し
て
い
く
。

　

各
地
区
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

団
体
が
あ
る
が
、
１
団
体
あ

た
り
の
補
助
金
の
額
は
い
く

ら
か
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
、
各
地
区
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
16
団
体
あ

り
、
１
団
体
４
万
円
交
付
し

て
い
る
。
連
合
会
に
は
27
万

６
千
円
で
あ
る
。

　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
は
平
成
26
年
度
ス

タ
ー
ト
と
思
わ
れ
る
が
、
要

支
援
者
に
関
す
る
情
報
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

行
う
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
何
か
。

　

震
災
後
、
要
援
護
者
に
登

録
さ
れ
た
方
々
、
傷
害
者
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
々
の
家
族
状
況
で
あ
り
、

緊
急
時
に
援
助
し
て
く
れ
る

方
々
の
記
載
の
情
報
も
入
力

し
て
い
る
。

　

災
害
発
生
時
、
要
支
援
者
等

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

く
内
容
に
な
る
と
思
う
が
、
災

害
の
規
模
、
ど
の
程
度
の
レ
ベ

ル
ま
で
い
っ
た
ら
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
基
づ
い
て
、
支
援

者
の
方
々
が
確
認
し
に
行
く
の

か
、
基
準
は
何
か
。

　

基
本
的
に
は
、
災
害
の
規

模
は
災
害
対
策
本
部
で
最
終

的
に
判
断
さ
れ
る
。
９
月
の

大
雨
で
は
、
元
関
場
で
避
難

勧
告
等
が
出
さ
れ
た
が
、
地

域
に
住
ん
で
い
る
方
々
の
中

に
要
支
援
者
は
ど
の
く
ら
い

い
る
か
の
情
報
は
災
害
対
策

本
部
に
提
供
し
た
。

　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
の
事
業
に
登
録
し
て
い
る

人
数
は
何
人
な
の
か
。

　

要
支
援
者
と
し
て
申
し
込

ま
れ
た
方
は
５
０
０
人
、
傷

害
者
の
方
々
と
合
わ
せ
て
１

千
７
０
０
人
に
な
る
。

　

塩
内
公
園
内
に
健
康
遊
具
を

初
め
て
設
置
し
た
。
今
後
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

県
か
ら
補
助
を
頂
き
昨
年

度
実
施
し
た
。
同
じ
規
模
で

補
助
が
出
る
こ
と
に
な
る
が
、

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
不

明
だ
が
、
そ
う
し
た
事
業
が

あ
れ
ば
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
緊
急

事
業
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
現
在

何
人
の
方
が
利
用
さ
れ
て
、
状

況
的
に
は
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
９
人
が
利
用

し
て
い
る
。
昨
年
は
緊
急
シ

ス
テ
ム
で
の
連
絡
は
な
か
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

本
人
が
緊
急
で
連
絡
し
た
い

と
き
に
、
家
族
の
方
と
、
町
役

場
当
局
に
連
絡
が
入
る
の
か
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

　

そ
の
お
宅
で
動
き
が
な

か
っ
た
よ
う
な
場
合
、
家
の

中
で
そ
の
情
報
が
警
備
会
社

の
方
に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
て
、

警
備
会
社
の
方
か
ら
役
場
に

連
絡
が
来
て
安
否
を
確
か
め

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

老
人
憩
の
家
運
営
、
利
用
状

況
が
前
年
度
と
比
較
す
る
と
少

な
く
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
25
年
度
は
延
べ
利
用

者
数
、
３
千
４
６
９
人
で
、

３
０
０
人
ほ
ど
減
っ
て
い

る
。
月
平
均
利
用
者
数
も
平

成
25
年
度
は
２
８
９
人
か
ら

減
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

結
婚
推
進
費
、予
算
額
４
万
円
、

予
算
増
額
し
て
、
結
婚
推
進
を

図
る
様
な
事
業
を
、
あ
り
き
た

り
の
事
業
で
は
な
く
、
村
田
町

独
自
で
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る

事
業
を
是
非
考
え
て
欲
し
い
。

　

結
婚
に
む
け
て
、町
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
一
人

で
も
二
人
で
も
カ
ッ
プ
ル
が

生
ま
れ
れ
ば
定
住
に
つ
な
が

る
。
次
年
度
以
降
は
検
討
す

る
。
町
内
外
問
わ
ず
受
付
し

て
各
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
張

り
啓
蒙
活
動
を
図
っ
て
い
く
。

決算審査特別委員会
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不
法
投
棄
で
、
排
出
者
の
追

跡
調
査
、
指
導
を
実
施
し
た
案

件
は
26
年
度
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

　

同
じ
不
法
投
棄
で
も
、
分

別
を
し
な
い
で
ご
み
置
き
場

や
、
山
林
の
川
に
投
棄
し
た

も
の
が
あ
り
、
投
棄
者
が
特

定
で
き
次
の
朝
ま
で
片
づ
け

た
例
が
あ
る
。
あ
ま
り
に
も

ひ
ど
い
場
合
に
は
警
察
に
通

報
し
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

も
今
後
徹
底
し
て
い
く
。

　

年
間
の
住
民
一
人
当
た
り

の
ご
み
の
量
が
村
田
町
は
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
と
思
う
。
年

間
何
千
万
円
と
支
払
う
の
だ

か
ら
努
力
し
な
い
と
効
果
が

上
が
ら
な
い
。

　

１
人
当
た
り
の
ご
み
の
量

ま
で
出
さ
な
か
っ
た
が
、
全

体
量
で
は
把
握
し
て
い
る
。

営
業
ご
み
と
一
般
家
庭
ご
み

を
同
じ
業
者
が
や
っ
て
い
る

の
で
契
約
段
階
か
ら
分
別
を

徹
底
し
て
い
る
。

　

柴
田
斎
苑
の
建
て
替
え
事

業
で
、
家
族
葬
的
な
葬
儀
を

行
え
る
施
設
等
や
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

　

家
族
葬
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
の

協
議
の
中
で
は
出
て
い
る
。

平
成
29
年
度
、
30
年
度
ま
で

に
建
設
期
間
を
持
っ
て
平
成

31
年
４
月
か
ら
の
供
用
に
向

け
、
10
月
に
地
元
住
民
に
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

　

柴
田
斎
苑
の
用
地
で
、
道
路

沿
い
の
駐
車
場
は
、
仙
南
広
域

の
土
地
で
は
な
い
の
で
は
。

　

駐
車
場
は
、
登
記
上
は
組

合
所
有
地
で
あ
り
、
そ
の
下

の
道
路
の
拡
張
時
点
で
、
現

地
確
認
不
能
で
、
境
界
が
未

確
定
な
と
こ
ろ
も
あ
る
・
調
査

を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

各
種
検
診
の
受
診
率
が
毎

年
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
平
成

26
年
度
は
受
診
率
を
少
し
で

も
上
げ
る
告
知
や
Ｐ
Ｒ
等
に

つ
い
て
、
ど
う
い
う
手
段
を

講
じ
た
の
か
。

　

総
合
健
診
を
夜
間
や
、
土

日
に
行
う
努
力
は
し
て
き

た
。
他
市
町
と
比
較
す
れ
ば

低
い
数
字
で
は
な
い
が
、
機

会
を
設
け
て
い
る
の
で
、
出

来
る
だ
け
受
診
す
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　

農
業
委
員
会
で
村
田
町
耕

作
放
棄
地
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
出
を
実
施
し
た
。
調
査
結

果
を
ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
、

ど
う
い
う
対
策
を
取
る
の
か
。

　

農
業
生
産
向
上
を
は
か
る

た
め
に
、
優
良
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
の
促
進
が
重
要

で
あ
り
、
荒
廃
農
地
の
再
利

用
に
向
け
た
施
策
な
ど
取
り

組
ん
で
い
く
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
公
表
は
農
業
委
員
会
便
り

を
発
行
し
て
知
ら
せ
る
。

　

農
業
者
も
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
担
い
手
の
方
に
お

願
い
す
る
地
域
も
多
く
な

る
。
早
め
の
対
応
を
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
事
業
開

始
し
た
。
相
続
関
係
で
土
地

を
ど
う
に
か
し
た
い
、ま
た
、

未
相
続
等
も
あ
り
、
26
年
度

は
予
算
の
執
行
が
な
か
っ
た

の
で
、
27
年
度
は
予
算
計
上

し
た
。

　

宮
城
県
企
業
セ
ミ
ナ
ー
、

東
京
、
名
古
屋
へ
の
成
果
は
。

　

東
京
で
は
20
社
、
名
古
屋

で
も
同
じ
状
況
で
誘
致
活
動

を
行
っ
て
き
た
。

　

地
域
産
業
推
進
課
と
し
て

専
門
課
を
立
ち
上
げ
て
５
年

目
を
迎
え
た
が
結
果
が
出
て

い
な
い
道
路
も
含
め
た
付
帯

設
備
も
企
業
誘
致
に
は
必
要

で
は
。

ごみの分別は正しく

柴田斎苑



　

工
業
団
地
が
県
内
で
１
０

０
区
画
以
上
売
れ
残
っ
て
い

る
が
町
と
し
て
も
工
場
適
地

を
示
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
な
り
の
面
積
の
確
保
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
が
多
い
。
繰
り
越
し
を

し
な
い
事
業
計
画
は
で
き
な

い
も
の
か
、
平
成
26
年
度
か

ら
の
繰
り
越
し
が
１
億
３
千

９
０
０
万
円
、
27
年
度
へ
の

繰
り
越
し
と
な
っ
た
。
回
収

で
き
な
い
の
か
ど
う
か
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
と
い
う
形
で
、
交
付
決
定

が
４
割
、
良
く
て
も
５
割
、

計
画
事
業
が
ま
ま
な
ら
ぬ
状

況
で
繰
り
越
し
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

　

高
田
関
場
線
、
沼
辺
足
立

幹
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

工
区
分
け
し
て
は
投
資
効
果

も
上
が
ら
ず
、
諸
経
費
だ
け

が
か
さ
み
、
一
貫
性
が
な
い

と
思
う
が
。

　

制
度
上
、
一
般
競
争
入
札

と
い
う
形
で
応
札
し
た
結
果

の
数
字
で
意
図
的
に
同
一
業

者
に
３
工
区
ま
で
全
部
取
る

段
取
り
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

　

防
災
計
画
の
改
定
、
５
８

８
万
円
多
額
の
金
額
を
支
出

し
た
。
台
本
ま
で
全
部
新
し

く
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

国
の
災
害
基
本
法
、
防
災

計
画
へ
の
反
映
で
見
直
し
さ

れ
、
見
や
す
く
、
使
い
や
す

い
防
災
計
画
に
と
、
全
面
的

に
改
定
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用

で
、
小
泉
地
区
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
児
も
小
学
生
と
同
じ

場
所
で
乗
り
降
り
で
き
な
い

も
の
な
の
か
。

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
統
廃

合
す
る
前
に
、
保
護
者
が
幼

稚
園
ま
で
責
任
を
持
っ
て
送

り
届
け
る
と
い
う
も
の
で
、

小
泉
幼
稚
園
ま
で
送
り
届

け
、
責
任
も
っ
て
バ
ス
で
村

田
幼
稚
園
ま
で
送
り
届
け
る

や
り
方
を
保
護
者
理
解
の
も

と
進
め
て
い
る
。

　

い
じ
め
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
教
育
長
と
し

て
学
校
側
に
ど
の
よ
う
な
指

導
を
し
て
い
る
の
か
。

　

昨
年
は
、
職
員
が
気
付
く
と

い
う
よ
り
も
、
保
護
者
、
子
供

か
ら
直
接
相
談
が
あ
っ
た
。
事

例
を
受
け
て
、
直
接
様
子
を
聞

き
な
が
ら
そ
の
日
の
う
ち
に
家

庭
に
も
連
絡
し
保
護
者
に
も
学

校
に
来
て
も
ら
い
、
親
の
理
解

が
得
ら
れ
た
。

　

学
校
給
食
で
は
、
食
材
の

供
給
先
に
当
た
っ
て
は
地
産

地
消
と
か
、
生
産
者
が
見
え

る
と
か
、
供
給
先
の
決
定
に

つ
い
て
基
準
を
設
け
て
い
る

の
か
ど
う
か
。

　

地
場
産
品
の
町
内
の
野
菜

に
つ
い
て
は
、
道
の
駅
と
Ｊ

Ａ
み
や
ぎ
仙
南
の
二
社
に
お

願
い
し
て
い
る
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
に
よ
る
現
地
視
察

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
最
終
日

の
10
月
５
日
、
委
員
全
員
が
現
地

視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
調
査
個
所
は
、
村

田
地
区
の
城
山
公
園
、
工
業
団
地

内
町
道
、
歴
史
み
ら
い
館
収
蔵
庫
、

塩
内
公
園
の
４
か
所
で
、
各
施
設

や
道
路
状
況
な
ど
の
現
状
を
確
認

し
ま
し
た
。

1297

平成26年度各種会計歳入歳出決算認定に対する意見
平成27年10月５日

１．財政規模に見合った職員数と適正配置に検討を加えるほか、職員の更なる資質向上と
潜在能力の開発に資する研修機会の確保に努めること。

２．企業誘致については、新たな積極的手法を検討し、確実な企業誘致が推進される施策
を講じること。

３．統合により廃校となった施設の跡地利用については、財産管理のあり方に検討を加
え、速やかな利活用へ繋がる具体的施策を講じること。

４．都市計画街路沼辺足立幹線及び町道高田関場線については、速やかな計画策定と確実
な事業推進に努めること。 

村田町議会決算審査特別委員会 委員長　遠藤　実

▲城山公園入口を視察

▲塩内公園内の視察
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１　介護保険制度について
２　マイナンバー制度について
１　介護保険制度について
２　マイナンバー制度について

１　

介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て

質
問
１　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
は
、
原
則

「
要
介
護
３
」
以
上
に
限
定

さ
れ
る
。
要
介
護
１
・
２
の

人
の
入
居
申
し
込
み
は
、

待
機
者
か
ら
も
除
外
さ
れ

る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
た

要
介
護
認
定
者
の
推
計
は

何
人
に
な
る
の
か
。

町
長
答
弁　

平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
、
１
０
６
人

の
入
居
希
望
者
が
お
り
、

要
支
援
１
の
方
２
名
、
要

会
護
１
の
方
12
名
、
要
介

護
２
の
方
は
20
名
、
要
支

援
２
の
方
は
存
在
し
て
い

ま
せ
ん
。
既
に
他
の
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
は
55

名
、
実
質
的
に
は
、
待
機

者
は
51
名
と
な
る
。

質
問
２　

要
支
援
１
・
２

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
「
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
」
に
置
き
換
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
村
田
町
で

は
対
応
が
可
能
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

要
支
援
１
・
２

の
方
へ
の
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
全
て

が
、
総
合
事
業
へ
移
行
す

る
わ
け
で
は
な
い
、
従
前

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
方
々

に
対
し
て
は
介
護
事
業
所
・

福
祉
関
係
団
体
な
ど
に
委

託
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
３　

利
用
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
町
独
自

に
高
齢
者
を
支
え
る
財
政

措
置
等
の
考
え
は
な
い
の

か
。

町
長
答
弁　

所
得
に
応
じ

て
月
々
の
負
担
の
上
限
が

設
定
さ
れ
て
い
る
、
利
用

者
負
担
の
合
計
が
上
現
を

超
え
た
時
に
は
、
そ
の
超

え
た
金
額
を
「
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
、
負

担
に
つ
い
て
は
一
定
の
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、

現
行
制
度
以
上
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

２　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て

質
問
１　

扱
わ
れ
る
個
人

情
報
は
ど
こ
ま
で
管
理
さ

れ
る
の
か
、
実
際
に
ど
の

よ
う
に
情
報
が
使
わ
れ
、

町
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
で

あ
り
、
社
会
保
障
・
税
務
・

災
害
対
策
に
関
す
る
手
続

き
で
利
用
さ
れ
る
。
様
々

な
行
政
手
続
き
に
お
い
て

必
要
と
な
る
添
付
書
類
の

省
略
が
可
能
と
な
り
行
政

を
効
率
化
し
て
、
所
得
の

よ
り
正
確
な
捕
捉
が
可
能

に
な
り
、
き
め
細
や
か
な

新
し
い
社
会
保
障
制
度
が

設
計
で
き
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

質
問
２　

町
民
は
番
号
で

管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
町
民
と
行
政
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る

が
対
処
は
。

町
長
答
弁　

や
む
を
得
な

い
理
由
で
通
知
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な

い
方
や
、
通
知
カ
ー
ド
が

届
い
て
い
な
い
方
な
ど
で

手
続
き
が
遅
れ
る
な
ど
で

あ
ら
か
じ
め
対
応
を
想
定

し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な

い
よ
う
進
め
る
。

質
問
３　

情
報
流
出
事
件

が
相
次
い
で
い
る
町
の
管

理
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
ま
た
管
理
費
を
含
め

た
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
総

額
は
。

町
長
答
弁　

個
人
情
報
を

管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

が
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
物
理
的
に
分
離
し
て
お

り
、
外
部
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。　

　

３
年
計
画
の
合
計
で
、

特
別
会
計
も
合
わ
せ
て

１
億
４
千
万
円
、
国
の
補

助
金
は
４
千
６
百
万
円
で
、

町
の
負
担
額
は
約
１
億
円

程
度
に
な
る
。

質
問
４　

個
人
番
号
カ
ー

ド
は
強
制
で
は
な
い
こ
と

を
町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き

と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

個
人
カ
ー
ド

は
あ
く
ま
で
も
申
請
し
て

頂
く
方
に
対
し
て
の
み
公

布
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

取
得
は
強
制
で
は
な
い
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
広

報
む
ら
た
お
し
ら
せ
ば
ん
」

等
で
制
度
の
概
要
等
の
広

報
を
行
っ
て
い
く
。

髙橋　勝 議員



１ 地方創生の進め方について
２ 道路改良の促進について
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１ 地方創生の進め方について
２ 道路改良の促進について

質
問
１
．
地
方
創
生
の
進

め
方
に
つ
い
て

　

改
選
後
初
議
会
の
冒
頭

佐
藤
町
長
は
、
町
の
最
大

の
課
題
は
「
地
方
創
生
」

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
私
も
そ
の
よ

う
に
考
え
ま
す
。
町
の
総

合
戦
略
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
行
政
だ
け
で
議
論

す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
若
者
に
魅
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
し
て
も
、
民
間
の
力

を
借
り
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
な
戦
略
を
策

定
す
る
に
は
、
地
域
住
民

の
声
を
聴
く
こ
と
は
い
つ

で
も
重
要
で
す
が
、
こ
こ

で
は
、
20
代
30
代
の
若
者

特
に
若
い
女
性
の
声
を
十

分
に
聴
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
町

で
は
、
ど
の
よ
う
な
進
め

方
を
し
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

町
長
答
弁

答
弁
１
．
事
業
提
案
等
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
て

い
る

　
「
村
田
町
地
方
創
生
推
進

本
部
」
を
本
年
２
月
に
設

置
し
、
総
合
戦
略
の
策
定

に
向
け
、
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、住
民
を
は
じ
め
、

産
業
界
・
教
育
機
関
・
金

融
機
関
労
働
団
体
・
と
い
っ

た
方
々
で
構
成
す
る
「
村

田
町
地
方
創
生
推
進
委
員

会
」
を
本
年
６
月
18
日
に

設
置
し
、
具
体
案
に
つ
い

て
審
議
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。

　

人
口
の
現
状
分
析
と
目

指
す
べ
き
方
向
、
将
来
の

展
望
に
必
要
な
調
査
分
析

の
た
め
、
町
内
の
15
歳
以

上
40
歳
未
満
の
約
２
千
人

を
対
象
と
し
た
「
未
来
の

村
田
町
を
考
え
る
地
方
創

生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
９
月
か
ら
は
、

地
区
公
民
館
単
位
で
「
村

田
町
地
方
創
生
に
係
る
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
意

見
を
交
わ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

質
問
２
．
道
路
改
良
の
促

進
に
つ
い
て

　

佐
藤
町
長
が
就
任
し
て

２
期
８
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

幹
線
道
路
や
都
市
計
画
街

路
、
生
活
道
路
と
し
て
の

請
願
路
線
の
改
良
は
、
そ

れ
な
り
に
事
業
実
施
し
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
ど
う

も
進
み
具
合
が
遅
い
と
の

不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
以
下
６
点

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
事
業
を
進
め
て
い
く

か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

交
付
金
事
業
等
を
活
用

し
、
継
続
的
に
実
施
し
て

い
る
。

（
問
１
）
町
道
高
田
関
場
線

の
供
用
開
始
は
い
つ
か
。

町
長
答
弁　

　

本
町
と
宮
城
県
に
お
い

て
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

観
点
か
ら
、
将
来
の
道
路

網
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
整
備
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
検
討
・

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
問
２
）
都
市
計
画
街
路
沼

辺
足
立
幹
線
の
次
期
施
行

計
画
は
。

町
長
答
弁

　

現
在
の
事
業
認
可
区
間

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

28
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

そ
れ
以
降
の
施
工
計
画
に

つ
い
て
は
、「
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
勉
強
会
」
の
成
果

を
基
に
策
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
問
３
）
町
道
松
山
寺
線
改

良
の
完
成
時
期
は
い
つ
か
。

町
長
答
弁

　

平
成
29
年
度
完
成
を
目
標

と
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

（
問
４
）
請
願
採
択
さ
れ
て

い
る
路
線
改
良
の
計
画
は
。

町
長
答
弁

　

現
在
２
路
線
に
つ
い
て

事
業
実
施
中
で
す
。
ま
ず

は
、
こ
の
２
路
線
の
早
期

完
了
に
努
め
、
今
後
の
改

良
計
画
を
策
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
問
５
）
町
道
迫
線
の
完
成

時
期
は
い
つ
か
。

町
長
答
弁

　

こ
の
路
線
は
、
平
成
26

年
度
新
規
事
業
と
し
て
、

防
災
、
安
全
社
会
資
本
整

備
交
付
金
事
業
の
採
択
を

得
て
、
整
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年

度
は
造
成
及
び
舗
装
工
事

さ
ら
に
ト
イ
レ
等
を
建
設

し
、
平
成
28
年
度
の
事
業

完
了
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

（
問
６
）
町
道
日
照
田
天
沼

線
の
完
成
時
期
は
い
つ
か
。

町
長
答
弁

　

現
在
、
用
地
買
収
及
び

立
木
補
償
等
に
対
応
し
て

お
り
、
完
了
予
定
は
平
成

29
年
度
を
目
標
と
し
て
お

り
ま
す
。
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２ 今後の農家の振興策について
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１ 本年産米の現状認識について
２ 今後の農家の振興策について
３ 農産品の６次産業化について

質
問
１　

本
年
産
米
の
現

状
認
識
に
つ
い
て

　

本
年
も
本
町
の
基
幹
作

物
で
あ
る
米
の
栽
培
に
つ

い
て
は
収
穫
最
盛
期
を
迎

え
た
が
、
出
穂
以
降
の
長

雨
が
続
い
た
こ
と
や
鳥
獣

被
害
等
に
よ
る
品
質
と
収

量
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、

米
価
に
つ
い
て
も
前
年
の

価
格
低
迷
が
本
年
産
米
価

形
成
に
ど
う
影
響
す
る
の

か
農
家
に
と
っ
て
は
心
配

さ
れ
て
お
り
、
町
長
の
現

状
認
識
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁
１

長
雨
に
よ
る
農
作
物
へ
の

影
響
懸
念
、
良
質
米
出
荷

に
向
け
鋭
意
対
応

　

８
月
下
旬
か
ら
の
長
雨

と
日
照
不
足
に
よ
る
影
響

を
懸
念
し
て
い
た
が
、
加

え
て
９
月
10
日
の
大
雨
に

よ
る
水
田
が
冠
水
す
る
事

態
も
発
生
。
長
雨
に
よ
る

作
業
条
件
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
圃
場
も
あ
る
が
、

村
田
町
稲
作
対
策
本
部
と

し
て
、
適
期
刈
取
り
と
適

正
な
乾
燥
調
整
に
よ
る
良

質
米
の
出
荷
に
向
け
鋭
意

対
応
し
て
い
く
。

追
質
問

　

９
月
10
日
の
大
雨
に
よ

る
稲
作
等
へ
の
被
害
状
況

は
ど
う
か
。

農
林
課
長

　

水
田
の
冠
水
が
１
９
４

ｈ
ａ
、
倒
伏
が
21
ｈ
ａ
で

水
稲
の
被
害
額
は
全
体
的

に
は
10
％
と
見
込
む
。

追
質
問

　

被
災
場
所
と
農
家
に

よ
っ
て
は
、
平
年
よ
り
著

し
い
減
収
も
考
え
ら
れ
が

支
援
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

農
林
課
長

　

今
後
の
状
況
を
見
極
め

検
討
し
て
い
く
。

質
問
２　

今
後
の
農
家
の

振
興
策
に
つ
い
て

　

町
長
は
、
平
成
27
年
度

施
政
方
針
で
担
い
手
の
育

成
確
保
を
図
る
た
め
、
経

営
や
技
術
研
修
の
支
援
を

し
て
い
く
と
言
っ
て
い
る

が
、
私
は
多
様
な
担
い
手

の
育
成
確
保
対
策
と
し
て
、

新
た
な
圃
場
整
備
と
現
圃

場
の
用
排
水
路
の
改
良
、

農
道
の
拡
幅
整
備
が
急
務

と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
農
地
中
間

管
理
事
業
と
農
業
委
員
会

（
村
田
町
耕
作
放
棄
地
対
策

協
議
会
）
に
よ
る
調
査
結

果
を
踏
ま
え
組
織
（
受
益

者
）
か
ら
の
圃
場
整
備
の

要
請
が
行
え
る
よ
う
な
環

境
整
備
を
町
と
Ｊ
Ａ
が
連

携
し
て
誘
導
し
、
圃
場
整

備
に
向
け
た
施
策
を
展
開

す
る
必
要
を
感
じ
る
が
ど

う
か
。

町
長
答
弁
２

本
町
農
業
の
将
来
展
望
は
、

農
業
者
を
中
心
に
、
Ｊ
Ａ
・

関
係
機
関
・
団
体
を
交
え

た
話
し
合
い
に
よ
り
方
向

性
を
見
出
し
、
実
現
に
向

け
努
力
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
圃

場
整
備
率
10
％
と
低
く
、

農
地
集
積
や
流
動
化
も
難

し
く
、
加
え
て
農
地
中
間

管
理
機
構
に
よ
る
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
も
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
、
集
落
営
農
組
織

づ
く
り
は
大
き
な
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
考
え
る
。

　

集
落
営
農
組
織
づ
く
り
、

圃
場
整
備
、
い
ず
れ
に
し

て
も
事
業
化
ま
で
地
権
者

や
耕
作
者
の
方
々
の
意
向

や
同
意
が
必
要
で
あ
り
、

集
落
単
位
で
の
合
意
形
成

に
む
け
て
努
力
す
る
。

質
問
３　

農
産
品
の
６
次

産
業
化
に
つ
い
て

　

現
在
本
町
に
も
６
次
産

業
化
を
目
指
し
設
立
さ
れ

た
組
織
（
経
営
体
）
等
が

存
在
し
ま
す
。
そ
こ
で
地

方
創
生
の
観
点
か
ら
も
、

現
在
存
在
す
る
経
営
体
等

の
育
成
支
援
を
図
る
こ
と

が
本
町
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
思
う
が
ど

う
か
。

町
長
答
弁
３

既
存
の
団
体
に
助
成
等
も

検
討

　

既
存
の
団
体
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
指
導
助
言
を

充
実
し
な
が
ら
、
事
業
内

容
の
大
幅
な
変
更
な
ど
の

際
に
は
助
成
等
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。
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１ 「村田町地方版総合戦略」の策定を年内予定
２ 集会所等へのエアコン設置補助制度を検討する
３ 優秀な繁殖素牛導入に１頭 10 万円を支援

質
問
１　

地
方
版
総
合
戦

略
の
策
定
に
つ
い
て

　

町
政
運
営
で
村
田
町
の

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

対
策
な
ど
地
方
創
生
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
策
定
が

来
年
３
月
ま
で
と
要
請
さ

れ
て
い
る
。
政
府
で
は
今

後
、
自
治
体
・
民
間
や
地

域
間
で
の
連
携
し
た
先
駆

的
な
事
例
を
支
援
す
る
な

ど
、「
新
型
交
付
金
」
を
創

設
し
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
た
自
治
体
に
支

給
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
が
策
定
す
る
基
本
的
な

骨
子
と
進
捗
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

町
長
答
弁
１

『
子
育
て
・
教
育
』
環
境
づ

く
り
、『
仕
事
・
住
ま
い
』

定
住
づ
く
り
、『
交
流
・
協

働
』
拠
点
づ
く
り
、『
元
気
・

安
心
』
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
。

　
「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
」「
移
住
・
定
住
の
流

れ
を
つ
く
る
」「
若
い
世
代

の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
」「
時

代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
・

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
」

の
４
つ
の
基
本
目
標
を
設

定
し
た
。
年
内
の
策
定
を

予
定
し
て
い
る
。
新
型
交

付
金
は
国
負
担
分
と
同
額

の
町
負
担
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
財
政
状
況
も
勘

案
し
た
上
で
事
業
選
定
に

取
り
掛
か
っ
て
い
く
。

質
問
２　

快
適
な
生
活
基

盤
づ
く
り
に
つ
い
て

　

世
界
的
に
地
球
の
温
暖

化
や
異
常
気
象
な
ど
か
ら

各
地
に
お
い
て
局
地
的
（
土

砂
災
害
・
豪
雨
）
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
本

年
は
、
30
度
を
超
え
る
猛
暑

日
が
連
日
続
き
熱
中
症
に

よ
る
体
調
不
良
を
経
験
さ

れ
た
よ
う
に
推
察
す
る
。

　

公
民
館
や
集
会
所
等
は
、

社
会
教
育
の
場
と
し
て
利

活
用
し
て
い
る
。
快
適
な

環
境
空
間
を
確
保
す
る
と

共
に
地
域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
か
ら
空
調
施
設
（
エ

ア
コ
ン
）
設
置
が
必
要
不

可
欠
と
考
え
ま
す
。
各
地

区
に
あ
る
集
会
所
等
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
の
補

助
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長
答
弁
２

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
の

支
援
を
図
っ
て
い
く
。

町
内
会
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
補
助
制
度
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。

　

地
域
活
動
や
生
涯
学
習
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
施
設
、
緊
急
時
の
避
難
所

と
し
て
の
役
割
が
大
き
い

集
会
所
毎
の
施
設
規
模
が

異
な
り
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う

な
支
援
が
活
性
化
に
向
け

て
の
効
果
や
意
見
を
伺
い

地
域
に
あ
っ
た
補
助
制
度

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

質
問
３　

和
牛
生
産
基
盤
強

化
と
畜
産
振
興
に
つ
い
て

　

全
国
的
な
素
牛
不
足
に

よ
り
市
場
価
格
が
高
騰
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
畜
産
農
家
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
る

繁
殖
メ
ス
牛
飼
養
農
家
の

減
少
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
内
に
お
い
て
も
こ
の
５

年
間
で
９
戸
が
廃
業
し
て

お
り
、
繁
殖
メ
ス
牛
飼
養
頭

数
も
減
少
し
市
場
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
。

　

素
牛
価
格
の
高
騰
な
ど

か
ら
優
良
繁
殖
素
牛
導
入

が
進
ん
で
な
い
。
村
田
産
和

牛
の
地
位
向
上
と
安
定
し

た
畜
産
経
営
の
確
立
を
図

る
た
め
に
優
秀
な
繁
殖
素

牛
導
入
の
た
め
畜
産
農
家

へ
の
支
援
策
（
助
成
）
等
の

考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁
３

優
秀
な
繁
殖
素
牛
導
入
や
保

留
に
取
り
組
む
農
家
を
支
援

す
る

　

安
定
し
た
魅
力
あ
る
畜

産
業
を
確
立
す
る
た
め
、

高
齢
牛
・
低
能
力
牛
の
淘

汰
や
優
良
な
繁
殖
素
牛
の

導
入
・
保
留
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
和
牛
農
家
の
経
営

安
定
と
村
田
産
和
牛
の
品

質
向
上
を
図
る
礎
と
な
る

優
秀
な
繁
殖
素
牛
導
入
な

ど
意
欲
的
に
取
り
組
む
農

家
に
積
極
的
に
支
援
を
し

て
い
く
。



これから４年、
佐藤町制の目玉政策について
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これから４年、
佐藤町制の目玉政策について

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙

の
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
も
三
期
目
を
迎

え
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
活

動
の
論
拠
を
整
理
し
て
、
ま

と
め
の
四
年
に
臨
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
言
で
言
え
ば
、｢

地
方

生
活
な
れ
ば
こ
そ
の
快
適

性
の
確
認
と
そ
の
保
証
」

を
目
に
見
え
る
か
た
ち
で

町
民
の
も
ち
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
。
こ
れ
は
、
こ

の
時
代
に
目
覚
め
た
基
礎

的
自
治
体
の
背
骨
を
な
す

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
に
対
す
る
住
民
の
行

政
要
求
の
大
半
が
道
路
網

の
整
備
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
懸
案
の
町

道
高
田
関
場
線
の
整
備
が

半
端
で
放
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
竹
の
内
産
廃
事

案
と
同
様
、
質
問
す
る
も

は
ば
か
ら
れ
る
ほ
ど
陳
腐

化
し
た
、
基
礎
的
自
治
体

村
田
町
の
ア
キ
レ
ス
腱
。

こ
の
ま
ま
、
放
置
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
伺
い

ま
す
。
続
投
決
意
に
至
っ

た
、
第
三
次
佐
藤
町
制
の

今
後
４
年
の
目
玉
施
策
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

町
長
答
弁

物
流
企
業
誘
致
に
よ
る
町

お
こ
し
、
二
中
・
二
小
の

環
境
整
備
を
進
め
村
田
な

ら
で
は
の
教
育
体
系
を

　

仙
台
空
港
の
民
営
化
、

姥
ヶ
懐
ト
ン
ネ
ル
の
平
成

30
年
完
成
な
ど
、
人
や
物

の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

物
流
拠
点
等
の
企
業
誘
致

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

定
住
化
を
図
る
子
育
て

支
援
と
し
て
特
に
、
村
田
二

中
・
二
小
の
教
育
環
境
の
整

備
を
進
め
村
田
な
ら
で
は

の
教
育
体
系
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

町
道
高
田
関
場
線
の

供
用
開
始
が
で
き
な
い(

先

線
が
決
ま
ら
な
い)

理
由
に

県
と
の
主
要
道
路
網
検
討

会
の
難
航
が
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
進
捗
の
状

況
と
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ぬ
会
議
の
傍
聴
は
可
能
で

す
か
。

町
長
・
建
設
課
長
答
弁

道
路
網
検
討
会
に
つ
い
て

　

高
田
関
場
線
は
そ
の
先

線
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で

一
時
お
休
み
に
し
て
い
ま

す
。
先
線
の
検
討
は
、
町

建
設
課
、
大
河
原
土
木
事

務
所
、
県
道
路
課
・
都
市

計
画
課
で
構
成
す
る
町
内

主
要
道
路
網
検
討
会
で

行
っ
て
い
ま
す
。
各
々
の

担
当
班
長
が
自
由
な
論
議

が
で
き
る
場
と
し
て
運
営

さ
れ
、
町
と
大
河
原
土
木

事
務
所
が
事
務
局
を
勤
め

て
い
ま
す
。

　

町
の
主
要
道
路
網
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
こ

の
10
月
か
ら
は
具
体
的
な

計
画
の
整
理
・
検
討
に
入

り
ま
す
。そ
の
あ
と
、私(

町

長)

・
大
河
原
土
木
事
務
所

長
・
県
土
木
部
長
で
そ
の

成
果
を
活
か
し
て
、
政
策

へ
の
反
映
を
は
か
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
検
討
会
の

傍
聴
は
可
能
で
、
次
回
は

10
月
14
日
県
庁
で
行
わ
れ

ま
す
。

問　

行
き
先
不
透
明
で
、

い
つ
完
成
す
る
か
不
明
の

都
市
計
画
街
路
。
大
汚
染

を
内
に
秘
め
て
放
置
さ
れ

た
よ
う
な
竹
の
内
産
廃
最

終
処
分
場
。

　

こ
れ
ら
の
た
た
ず
ま
い

は
、
地
域
生
活
上
の
実
際

の
障
害
で
あ
り
、
町
政
へ

の
失
望
感
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

竹
の
内
は
本
来
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
安
堵
の
大

地
。
町
は
、
そ
れ
な
り
の

覚
悟
で
事
に
臨
む
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

町
長
答
弁

　

現
行
の
支
障
除
去
工
は

第
一
に
達
成
す
べ
き
法
的

な
目
標
で
、
住
民
の
安
心

安
全
の
す
べ
て
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
道
路
網
整

備
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で

の
積
み
重
ね
を
生
か
し
て

な
お
一
層
の
対
県
要
請
に

努
め
ま
す
。

『
供
用
開
始
』
は
何
時
の
こ
と
？

日
延
べ
町
政
の
さ
ま
よ
え
る
町

道
・
高
田
関
場
線
の
残
念
部
分
。

…
先
線
会
議
を
傍
聴
し
ま
す
…
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村田町の少子高齢化による人口減
少に対する具体的な対策を問う

質
問
１　

平
成
21
年
に
１

万
２
千
３
９
９
人
い
た
町

民
が
、
平
成
27
年
８
月
末

に
は
１
万
１
千
５
６
７
名

と
減
少
し
て
い
る
。
町
の

活
性
化
は
人
づ
く
り
で
あ

る
。
若
者
を
定
着
さ
せ
る

施
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

村
田
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
が
十
分
で

あ
っ
て
も
実
行
で
き
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
は

な
い
か
。

町
長
答
弁
１　

本
年
３
月

に
策
定
し
た
村
田
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
は
、
本
町
の
５
年
間
の

計
画
期
間
に
お
け
る
乳
幼

児
の
学
校
教
育
、
保
育
、

そ
し
て
地
域
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
の
需
給
を
計

画
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ

わ
せ
て
今
後
本
町
が
取
り

組
む
べ
き
子
育
て
支
援
の

方
向
性
や
目
標
を
定
め
た

も
の
で
、
具
体
的
施
策
に

つ
い
て
は
長
期
総
合
計
画

の
実
施
計
画
及
び
地
方
創

生
総
合
戦
略
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
よ

う
と
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
支
援
を
、
そ
し
て
子
育

て
の
た
め
の
環
境
整
備
を

実
施
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
方

に
も
社
会
を
支
え
る
活
動

の
場
を
拡
大
し
、
誰
も
が

生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
る
。

質
問
２　

町
長
が
所
信
表
明

で
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ

と
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う

な
、
一
生
住
み
た
く
な
る
町

村
田
」
を
目
指
し
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
、
復
興

に
取
り
組
ん
だ
と
あ
っ
た

が
、
若
者
は
こ
の
村
田
町
に

誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
か
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
人
口
流
出
に
歯
止

め
が
き
か
な
い
と
思
う
。
道

路
一
本
隔
て
た
だ
け
な
の

に
、
隣
町
の
ほ
う
が
い
い
と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
が
、
施

策
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長
答
弁
２　

若
い
方
々

が
生
活
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
生
活
常
識
を
変
え

て
い
く
の
は
あ
る
意
味
や

む
を
得
な
い
と
思
う
。
た

だ
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
が

村
田
町
だ
と
い
う
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
話
せ
る
と
い
う

の
が
本
当
の
村
田
町
と
し

て
の
役
割
だ
ろ
う
と
捉
え

て
い
る
。
個
人
個
人
の
便

利
と
い
う
定
義
は
、
様
々

に
お
持
ち
と
思
う
。
行
政

と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
の
面

で
は
他
の
町
に
は
負
け
て

い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

質
問
３　

村
田
町
に
は
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
場
所
も

な
い
。
他
町
に
わ
ざ
わ
ざ
遊

ば
せ
に
行
っ
て
い
る
よ
う

な
環
境
で
は
子
ど
も
た
ち

は
町
に
残
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
に
対
す
る
施
策
は
あ
る

か
。

町
長
答
弁
３　

こ
の
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も

う
と
す
る
地
方
創
生
の
一

番
大
き
な
根
幹
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
村

田
町
と
し
て
の
環
境
、
あ

る
い
は
整
備
を
求
め
る
の

か
、
今
後
地
方
創
生
と
い

う
枠
組
み
の
中
で
第
一
に

取
り
組
み
た
い
。

質
問
４　

高
齢
者
の
集
う

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
４　

地
域
の
実

態
等
を
勘
案
し
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。

質
問
５　

高
齢
者
が
今
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

地
域
の
子
育
て
支
援
に
参

加
す
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
答
弁
５　

沼
辺
地
区

で
は
、
沼
辺
幼
稚
園
、
第

二
小
学
校
、
第
二
中
学
校
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
そ
の
折
々
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
報
告
を
受
け
て

い
る
。
世
代
間
交
流
に
つ

い
て
、
あ
る
い
は
子
供
を

持
つ
親
の
不
安
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。
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１ 安全・安心、防犯の町づくりに伴う防犯灯及び街路灯の設置について
２ 暮らしやすい町づくりの為に必要な生活道路の維持管理等について
３ 活き活き町づくりに資する人口減少の歯止め策について

質
問
１　

防
犯
灯
及
び
街

路
灯
の
設
置
に
つ
い
て　

　

現
在
の
防
犯
灯
及
び
街

路
灯
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
及
び
街

路
灯
の
一
基
あ
た
り
の
費

用
は
い
く
ら
か
。

　

来
年
度
予
算
編
成
に
、

安
価
で
手
軽
な
ソ
ー
ラ
ー

ラ
イ
ト
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

の
設
置
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

町
長
答
弁
１

　

防
犯
灯
は
約
１
千
２
５

０
基
、
街
路
灯
は
５
２
７

基
設
置
し
て
い
る
。

　

防
犯
灯
は
一
基
あ
た
り

約
５
万
円
か
ら
６
万
円
程

度
、
商
店
街
の
街
路
灯
は

約
95
万
円
程
度
。

　

ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
は
安

価
で
は
あ
る
が
照
度
が
低

く
足
元
や
近
く
を
照
ら
す

程
度
で
防
犯
灯
と
し
て
は

難
し
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
設
置
予
定
は
な
い
が
、

地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
時

間
を
頂
い
て
検
討
す
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
は
県
の

環
境
交
付
金
を
活
用
し
、

既
存
の
蛍
光
灯
型
や
水
銀

灯
型
の
防
犯
灯
を
順
次
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
９
６
１
基
の
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
し
て

お
り
、
今
年
度
は
足
立
菅

生
地
区
の
防
犯
灯
95
基
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
中
で
あ

る
。
ま
た
、
商
店
街
の
街

路
灯
は
平
成
24
年
度
事
業

に
よ
り
２
５
５
基
中
63
基

分
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
る
。

質
問
２　

生
活
道
路
の
維

持
管
理
に
つ
い
て

　

地
域
か
ら
の
要
望
に
対

し
て
の
対
応
は
。
ま
た
維

持
管
理
に
つ
い
て
予
算
が

困
難
な
場
合
、
各
地
域
の

区
長
を
通
じ
、
町
か
ら
材

料
の
支
給
、
機
械
の
貸
出

し
、
作
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
を
し
て
地
元
住
民
の

知
恵
と
力
を
合
せ
、
行
政

と
住
民
が
協
力
し
合
っ
て

整
備
を
し
て
い
く
事
も
可

能
で
は
な
い
か
。

町
長
答
弁
２

　

町
民
の
方
々
か
ら
の
電

話
や
来
庁
に
よ
り
要
望
が

あ
る
が
、
そ
の
内
容
や
現

地
等
を
確
認
し
、
そ
の
全

て
の
要
望
は
行
政
区
長
経

由
に
て
対
応
し
て
い
る
。

　

維
持
管
理
に
つ
い
て
、

提
案
と
し
て
は
前
向
き
で

大
変
あ
り
が
た
い
お
話
と

受
け
止
め
て
い
る
。
建
設

機
械
等
は
所
有
し
て
い
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
の｢

町

づ
く
り｣

で
は｢

身
近
な

道
路
整
備｣

も
町
と
地
域

で
一
緒
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
。
す
で
に

全
国
の
自
治
体
の
中
で
は

｢

材
料
支
給
事
業｣

と
し
て
、

町
が
そ
の
資
材
を
支
給
し

て
住
民
自
身
で
工
事
を
施

工
可
能
な
範
囲
に
お
い
て

実
地
す
る
も
の
で
町
道･

農
道･

林
道･

水
路
整
備

な
ど
を
対
象
に
、
い
わ
ば
、

町
の
公
共
事
業
の
経
費
削

減
が
出
来
る
事
が
、
ま
さ

に｢

協
働
の
町
づ
く
り｣

に
即
し
た
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
先
進
事

例
を
十
分
参
考
に
し
な
が

ら
事
業
実
地
の
可
能
性
を

検
討
し
て
ゆ
く
。

質
問
３　

人
口
減
少
の
歯

止
め
策
に
つ
い
て

　

村
田
町
の
現
在
ま
で
の

人
口
減
少
の
割
合
は
。

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
な

い
学
校
用
地
等
を
区
画
整

理
し
て
町
が
宅
地
分
譲
計

画
を
し
て
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長
答
弁
３

　

平
成
27
年
３
月
末
日
現

在
の
住
民
台
帳
人
口
は
１

万
１
千
６
１
５
人
と
な
っ

て
お
り
、
過
去
30
年
で
２
千

１
９
２
人
（
15
・
９
％
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
跡
地
に
つ
い
て
は

現
在
、
体
育
館
等
の
施
設

が
残
っ
て
お
り
、
宅
地
分

譲
す
る
に
は
更
地
に
す
る

た
め
の
施
設
の
解
体
や
造

成
費
用
な
ど
多
額
の
費
用

が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
た

め
、
学
校
跡
地
に
つ
い
て

は
公
益
上
、
財
政
運
営
の

観
点
か
ら
精
査
を
行
い
な

が
ら
、
売
却
処
分
、
有
償

貸
付
を
検
討
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
遊
林･

未
利

用
財
産
に
つ
い
て
は
、
定

住
促
進
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
様
々
な
角
度
か
ら
利

活
用
を
含
め
た
公
有
財
産

の
有
効
活
用
を
総
合
的
に

進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
て

い
る
。



10/1 決算審査特別委員会（４日目）
10/2 決算審査特別委員会（５日目）

議会運営委員会
10/5 決算審査特別委員会（６日目）

第５回村田町議会定例会本会議（５日目）
10/13 仙南町村議会議長会（大河原）
10/14 全員協議会
10/15 みやぎ県南中核病院企業団議会議会運営委員会・

全員協議会（大河原町）
10/20 みやぎ県南中核病院企業団議会第２回定例会（大河原町）
10/27 村田町町制施行 120 周年・町村合併 60 周年記念式典

知事と町村議会議長及び副議長との懇談会（仙台市）
10/30 仙南地域広域行政事務組合議会定例会（大河原町）
11/3 多可町合併 10 周年記念式典（兵庫県多可町）
11/4 産業建設常任委員会
11/6 議会広報編集審査特別委員会
11/9 平成 27 年度地方行財政・金融講演会（仙台市）

11/11 町村議会議長全国大会（東京都）
宮城県町村議会議長会臨時総会（東京都）
宮城県選出国会議員との意見交換会（東京都）

11/16 議会広報編集審査特別委員会
11/17 総務民生常任委員会
11/18 宮城県町村議会議長会議会広報研究会（仙台市）
11/19 議会広報編集審査特別委員会
11/20 第 10 回全員協議会
11/26 宮城県町村議会議長会議（仙台市）

議 会 日 誌

発行・編集責任者
議　　長　大沼　克巳
議会広報編集審査
特別委員会

委 員 長　髙橋　　勝
副委員長　佐藤　正隆
委　　員　菊地　睦夫
委　　員　大沼　吉隆
委　　員　鈴木　保博
委　　員　大内　敬子

　

こ
の
９
月
議
会

は
、
先
に
行
わ
れ
た

町
長
・
議
員
選
挙

を
受
け
て
、
３
期
目

に
入
っ
た
佐
藤
町
政

と
そ
れ
を
批
判
監

視
す
べ
き
新
旧
14
人

の
議
員
連
の
や
り
取

り
の
あ
ら
ま
し
。

　

ど
う
切
り
込
み
、

磨
き
合
い
調
和
と

方
向
性
を
保
つ
の
か
。
９
月
初
日

に
開
会
し
て
、
９
月
24
日
～
10
月

５
日
ま
で
の
舌
戦
の
様
子
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
く
濃
く
先
細
り

感
が
立
ち
込
め
る
中
、
待
っ
た
な

し
で
方
策
す
べ
き
少
子
高
齢
化
対

策
や
地
方
創
生
の
大
宿
題
。

　

新
町
長
の
施
政
方
針
の
表
明
と

そ
れ
に
対
す
る
４
年
を
展
望
し
た

質
疑
と
討
論
、
そ
し
て一般
質
問
。

ど
こ
ま
で
町
の
根
っこ
を
掘
り
起
こ

し
て
自
治
の
種
を
蒔
き
育
て
る
改

革
に
耐
え
ら
れ
る
か
が
新
し
い
課

題
だ
。

議
会
広
報
編
集
審
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本会議の様子をインターネット中継にて配信しております。

村田町ホームページアドレス（下記）より
http://www.town.murata.miyagi.jp/
コンテンツ「議会」から「議会中継」へ

アクセスしてください。
本会議の日程については、町ホームページの

「本会議開催予定表」で詳しくお知らせしています。

議会を傍聴しませんか
議会はどなたでも傍聴できます［定員22人］
詳しくは議会事務局まで　TEL83-6410

次の定例会は
12月8日より開会予定です

村田町自治功労者表彰
多年にわたり地方自治の伸展に貢献

平成 27年秋の叙勲
元村田町議会議員佐々幸一氏　旭日双光章受章
多年にわたり町議会議員として社会に貢献

村田町調整施行 120 周年・町村合併 60 周年
記念式典

太田　初美　議員 大沼　克巳議員 吉野　敏明議員


